
六
百
十
四

１

前
庭
機
能
熱
刺
激
装
置

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

前
庭
機
能
の
検
査
に
用
い
る
こ
と
。

六
百
十
五

１

温
度
覚
用
定
量
的
感
覚
検
査

機
器

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

皮
膚
の
温
度
覚
の
検
査
に
用
い
る
こ

と
。

六
百
十
六

１

電
気
味
覚
計

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

電
流
を
用
い
て
舌
を
刺
激
し
、
味
覚

の
検
査
に
用
い
る
こ
と
。

六
百
十
七

１

十
字
靭じ
ん

帯
機
能
検
査
機
器

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

十
字
靭じ
ん

帯
機
能
の
検
査
に
用
い
る
こ

と
。

六
百
十
八

１

体
成
分
分
析
装
置

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

体
の
水
分
量
、
除
脂
肪
量
等
を
測
定

す
る
こ
と
。

六
百
十
九

１

内
視
鏡
用
灌か
ん

流
・
吸
引
装
置

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

内
視
鏡
使
用
下
で
体
腔こ
う

又
は
管
腔こ
う

の

観
察
時
に
、
液
体
の
灌か
ん

流
又
は
吸
引

に
用
い
る
こ
と
。

六
百
二
十

１

内
視
鏡
挿
入
形
状
検
出
装
置

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

内
視
鏡
か
ら
発
生
す
る
磁
気
を
体
外

か
ら
検
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
視

鏡
の
挿
入
状
態
を
表
示
す
る
こ
と
。

六
百
二
十
一

１

内
視
鏡
用
能
動
切
除
器
具

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

内
視
鏡
使
用
下
で
体
腔こ
う

内
に
挿
入

し
、
組
織
の
切
除
に
用
い
る
こ
と
。

六
百
二
十
二

１

腹
腔こ

う

鏡
用
病
変
部
吊つ

り
上
げ

具

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

局
所
切
除
す
る
た
め
、
胃
壁
の
吊つ

り

上
げ
に
用
い
る
こ
と
。

六
百
二
十
三

１

歯
科
診
断
用
口
腔こ
う

内
カ
メ
ラ

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

口
腔こ
う

内
を
撮
影
し
、
画
像
情
報
を
診

療
の
た
め
に
提
供
す
る
こ
と
。

六
百
二
十
四

１

単
回
使
用
フ
ィ
ル
タ
付
針

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

注
射
用
医
薬
品
の
異
物
等
を
除
去
す

る
こ
と
。

六
百
二
十
五

１

プ
レ
フ
ィ
ル
式
シ
リ
ン
ジ
用

両
刃
針

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

プ
レ
フ
ィ
ル
式
シ
リ
ン
ジ
等
に
装
着

し
、
薬
液
の
投
与
又
は
混
合
に
用
い

る
こ
と
。

六
百
二
十
六

１

単
回
使
用
骨
内
注
入
用
針

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

骨
内
へ
の
薬
液
等
の
注
入
又
は
骨
組

織
の
採
取
に
用
い
る
こ
と
。

六
百
二
十
七

１

眼
科
用
針

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

眼
内
へ
の
薬
液
の
注
入
又
は
眼
内
物

質
等
の
吸
引
に
用
い
る
こ
と
。

六
百
二
十
八

１

能
動
型
機
器
接
続
麻
酔
用
注

射
筒

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

能
動
型
機
器
に
接
続
し
、
麻
酔
薬
等

の
注
入
に
用
い
る
こ
と
。

六
百
二
十
九

１

一
時
的
使
用
麻
酔
用
せ
ん

刺
針

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

麻
酔
薬
等
の
注
入
に
用
い
る
こ
と

（
中
枢
神
経
系
に
注
入
す
る
も
の
を

除
く
。）。

六
百
三
十

１

ポ
ー
ト
付
せ
ん

刺
針

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
を
体
内
に
挿
入
す
る

た
め
に
用
い
る
こ
と
。

六
百
四
十
一

１

内
視
鏡
下
拡
張
用
カ
テ
ー
テ

ル

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

内
視
鏡
使
用
下
で
狭
窄さ
く

部
の
拡
張
に

用
い
る
こ
と
。

六
百
四
十
二

１

薬
物
気
管
支
注
入
用
カ
テ
ー

テ
ル

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

咽
頭
、
気
管
又
は
気
管
支
へ
の
薬
液

等
の
注
入
に
用
い
る
こ
と
。

六
百
四
十
三

１

短
期
的
使
用
換
気
用
気
管

チ
ュ
ー
ブ

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

口
腔こ
う

又
は
鼻
腔こ
う

か
ら
下
咽
頭
、
気
道

又
は
気
管
内
に
挿
入
し
、
気
道
の
確

保
、
酸
素
ガ
ス
若
し
く
は
麻
酔
ガ
ス

等
の
供
給
又
は
換
気
に
用
い
る
こ

と
。

２

短
期
的
使
用
換
気
用
レ
ー
ザ

耐
性
気
管
チ
ュ
ー
ブ

３

換
気
用
補
強
型
気
管
チ
ュ
ー

ブ

六
百
三
十
一

１

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ニ
ュ
ー
レ

型
腹
部
用
せ
ん

刺
針

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

体
腔こ
う

又
は
臓
器
に
せ
ん

刺
し
、
薬
液
の

注
入
又
は
血
液
若
し
く
は
体
液
の
採

取
に
用
い
る
こ
と
。

六
百
三
十
二

１

薬
液
注
入
用
針

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

皮
下
、
体
腔こ
う

若
し
く
は
臓
器
に
せ
ん

刺

し
、
又
は
輸
液
回
路
に
接
続
し
、
薬

液
の
注
入
又
は
液
体
の
採
取
若
し
く

は
排
出
に
用
い
る
こ
と
。

六
百
三
十
三

１

マ
ー
カ
挿
入
用
セ
ッ
ト

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

腫
瘍
部
等
へ
の
金
属
マ
ー
カ
の
挿
入

又
は
色
素
の
注
入
に
用
い
る
こ
と
。

六
百
三
十
四

１

レ
ー
ザ
照
射
療
法
用
キ
ッ
ト

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

レ
ー
ザ
照
射
療
法
に
お
け
る
レ
ー
ザ

ガ
イ
ド
用
プ
ロ
ー
ブ
等
の
誘
導
に
用

い
る
こ
と
。

六
百
三
十
五

１

ブ
ラ
キ
セ
ラ
ピ
ー

せ
ん

刺
セ
ッ

ト

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

腫
瘍
部
等
へ
の
放
射
線
源
の
挿
入
に

用
い
る
こ
と
。

六
百
三
十
六

１

単
回
使
用
骨
髄
採
取
・
移
送

セ
ッ
ト

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

骨
髄
移
植
の
た
め
の
骨
髄
液
の
濾ろ

過

又
は
採
取
に
用
い
る
こ
と
。

六
百
三
十
七

１

単
回
使
用
胸
膜
腹
膜
用
針

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

腹
腔こ

う

内
へ
ガ
ス
を
注
入
又
は
腹
腔こ
う

内

か
ら
ガ
ス
を
排
出
す
る
こ
と
。

六
百
三
十
八

１

食
道
静
脈
瘤り
ゆ
う

硬
化
療
法
用

止
血
バ
ル
ー
ン

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

食
道
静
脈
瘤り
ゆ
う

硬
化
療
法
に
お
け
る

せ
ん

刺
部
位
の
止
血
又
は
後
出
血
防
止

に
用
い
る
こ
と
。

六
百
三
十
九

１

ス
ー
チ
ャ
ー
ア
ン
カ

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

胃
瘻ろ

う

造
設
時
に
胃
壁
と
腹
壁
を
固
定

す
る
こ
と
。

六
百
四
十

１

バ
リ
ウ
ム
注
腸
向
け
直
腸
用

カ
テ
ー
テ
ル

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

造
影
検
査
に
お
け
る
造
影
剤
又
は
空

気
の
注
入
等
に
用
い
る
こ
と
。

２

単
回
使
用
手
動
式
バ
リ
ウ
ム

注
腸
用
造
影
剤
注
入
・
排
泄せ
つ

キ
ッ
ト
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